














はじめに

わが国の妊産婦死亡率は、平成 4 年には出生十万対 9.18 という数字が得られているが、

これは諸先進国のうちではまだまだ同率にとどまっているというのが定評である。この意

味ではわが国の妊産婦死亡の実態を調査し、原因について詳しく分析し、これの減少に質

することが大切であることはいうまでもない。

日本母性保護医協会では多年、全国の各支部から妊産婦死亡の報告登録を受け、それにつ

いて詳しい個別の事例分析を行い、厚生省その他にその結果を踏まえていくつかの研究報

告および提案を行ってきた。それらの登録報告例は現在までに 409 例に達しているが、今

回は本班研究の趣旨に沿って、出血死の症例を中心に分析検討したものを報告する。

いうまでもなく、産科出血はわが国の妊産婦死亡原因の首位を占めるもので、われわれの

登録症例の中でも後述のごとく多数をしめている。今回の検討は報告の中で、出血性ショ

ックがあったという記載が認められたものを抽出し、これを「出血例」とし、他のものを

「非出血例」として両者を対比することによって、産科出血の原因・誘因すなわちハイリ

スク要因をとらえ、今後の産科管理のうえに役立てることを目的とし、同時にその社会的

対策を行政的に実施するための裏付けの資料として提供することを目的とするものである。


